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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アイデンティティ情報検証方法であって、
　クライアント端末により送信され、前記クライアント端末によりレンダリングされた画
像情報を受信すること、
　前記画像情報から特徴情報を抽出すること、
　前記特徴情報を予め収集された特徴判別情報とマッチングすることであって、前記予め
収集された特徴判別情報が関連するアイデンティティ情報を含み、前記マッチングするこ
とは、前記特徴情報、及び前記予め収集された特徴判別情報間の類似度を計算することを
含む、こと、
　前記マッチングが成功するときに、前記クライアント端末が前記アイデンティティ情報
に適合することを判別すること、
　を備える方法。
【請求項２】
　前記画像情報は、ベクターグラフィックスである、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記画像情報は、スケーラブルベクターグラフィックスによるレンダリングを介して前
記クライアント端末により取得される、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記特徴情報を前記予め収集された特徴判別情報とマッチングすることは、
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　前記類似度が予め設定された類似度閾値より大きいかどうかを判別すること、
　そうであれば、前記特徴情報、及び前記予め収集された特徴判別情報間の前記マッチン
グが成功することを判別すること、
　そうでなければ、前記特徴情報、及び前記予め収集された特徴判別情報間の前記マッチ
ングが失敗することを判別すること、
　を備える、請求項１、２または３に記載の方法。
【請求項５】
　前記特徴情報は、形状特徴情報、及び色特徴情報のうちの少なくとも１つを含み、
　前記特徴判別情報は、形状特徴判別情報、及び色特徴判別情報のうちの少なくとも１つ
を含み、
　前記特徴情報、及び前記予め収集された特徴判別情報間の類似度を計算することは、
　前記形状特徴情報、及び前記色特徴情報のうちの少なくとも１つ、ならびに対応する形
状特徴判別情報、及び色特徴判別情報のうちの少なくとも１つの間の類似度を計算するこ
と、
　を備える、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記マッチングが失敗するときに前記クライアント端末のために新規のアイデンティテ
ィ情報を設定すること、
　前記特徴情報、及び前記新規のアイデンティティ情報間の関連付けを確立すること、
　をさらに備える、請求項１、２、３または５に記載の方法。
【請求項７】
　アイデンティティ情報検証装置であって、
　クライアント端末により送信され、前記クライアント端末によりレンダリングされる画
像情報を受信するように設定された画像情報受信モジュールと、
　前記画像情報から特徴情報を抽出するように設定された特徴情報抽出モジュールと、
　前記特徴情報を予め収集された特徴判別情報とマッチングするように設定された特徴情
報判別モジュールであって、前記予め収集された特徴判別情報が関連するアイデンティテ
ィ情報を含み、前記特徴情報判別モジュールは、前記特徴情報、及び前記予め収集された
特徴判別情報間の類似度を計算するように設定された類似度計算サブモジュールをさらに
含む、特徴情報判別モジュールと、
　前記マッチングが成功するときに、前記クライアント端末が前記アイデンティティ情報
に適合することを判別するように設定されたアイデンティティ情報判別モジュールと、
　を備える装置。
【請求項８】
　前記画像情報は、ベクターグラフィックスである、請求項７に記載の装置。
【請求項９】
　前記画像情報は、スケーラブルベクターグラフィックスによるレンダリングを介して前
記クライアント端末により取得される、請求項８に記載の装置。
【請求項１０】
　前記特徴情報判別モジュールは、
　前記類似度が予め設定された類似度閾値より大きいかどうかを判別し、そうであれば、
第一判別サブモジュールを呼び出し、そうでなければ、第二判別サブモジュールを呼び出
すように設定された、予め設定された判別サブモジュールと、
　前記特徴情報、及び前記予め収集された特徴判別情報間の前記マッチングが成功するこ
とを判別するように設定された前記第一判別サブモジュールと、
　前記特徴情報、及び前記予め収集された特徴判別情報間の前記マッチングが失敗するこ
とを判別するように設定された前記第二判別サブモジュールと、
　を備える、請求項７、８または９に記載の装置。
【請求項１１】
　前記特徴情報は、形状特徴情報、及び色特徴情報のうちの少なくとも１つを含み、
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　前記特徴判別情報は、形状特徴判別情報、及び色特徴判別情報のうちの少なくとも１つ
を含み、
　前記類似度計算サブモジュールは、
　前記形状特徴情報、及び前記色特徴情報のうちの少なくとも１つ、ならびに対応する形
状特徴判別情報、及び色特徴判別情報のうちの少なくとも１つの間の類似度を計算するよ
うに設定された特徴類似度計算サブモジュール、
　を備える、請求項１０に記載の装置。
【請求項１２】
　前記マッチングが失敗するときに、前記クライアント端末のために新規のアイデンティ
ティ情報を設定するように構成されたアイデンティティ情報設定モジュールと、
　前記特徴情報、及び前記新規のアイデンティティ情報間の関連付けを確立するように設
定された関連付け確立モジュールと、
　をさらに備える、請求項７、８、９または１１に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本出願は、情報検証技術の分野に関し、特に、アイデンティティ情報検証方法、及びア
イデンティティ情報検証装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ネットワーク技術の成熟と推進、及びデバイスハードウェア技術の発展にともない、ネ
ットワークユーザグループは、大幅に成長している。さらに、ネットワークユーザは、さ
まざまな方式でネットワーク情報を閲覧する。
【０００３】
　一般に、一部のユーザの行動データを収集し、この行動データを分析することで、ネッ
トワークプラットフォームは、ユーザのためにより正確なサービスを提供し、たとえば、
ニュース、またはいくつかの他の特定のアクティビティをプッシュする。
【０００４】
　現在、ユーザの行動データは、クッキー技術を使用することで一般に記録される。具体
的に、ユーザがウェブサイトを訪れるときに、このウェブサイトは、汎用一意識別子（Ｕ
ＵＩＤ）を含む１つの情報をユーザの現在のブラウザクッキーに埋め込み、この情報を使
用することでユーザのすべての行動を関連付ける。
【０００５】
　しかしながら、多くのセキュリティツール及びブラウザは、クッキー機能を無効にする
ことが可能である。クッキー機能を無効にするときに、ウェブサイトは、ユーザを識別す
ることが不可能であるため、ユーザの行動データをほとんど収集できない可能性がある。
【０００６】
　したがって、当業者が緊急に解決する技術的な問題は、アイデンティティ情報の識別の
成功率を向上させる、アイデンティティ情報検証メカニズムを提供する方法である。
【発明の概要】
【０００７】
　本出願の実施形態により解決される技術的な問題は、アイデンティティ情報の識別の成
功率を向上させる、アイデンティティ情報検証メカニズムを提供することである。
【０００８】
　それに応じて、本出願の実施形態は、アイデンティティ情報検証装置をさらに提供し、
前述の方法の実装及び適用を保証する。
【０００９】
　前述の問題を解決するために、本出願の実施形態は、
　クライアント端末により送信され、クライアント端末によりレンダリングされた画像情
報を受信すること、
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　この画像情報から特徴情報を抽出すること、
　特徴情報を予め収集された特徴判別情報とマッチングすることであって、この特徴判別
情報が関連するアイデンティティ情報を含む、マッチングすること、
　マッチングが成功するときに、クライアント端末がアイデンティティ情報に適合するこ
とを判別すること、
を備える、アイデンティティ情報検証方法を開示する。
【００１０】
　好ましくは、画像情報は、ベクターグラフである。
【００１１】
　好ましくは、画像情報は、スケーラブルベクターグラフィックスによるレンダリングを
介してクライアント端末により取得される。
【００１２】
　好ましくは、特徴情報を予め収集された特徴判別情報とマッチングするステップは、
　特徴情報、及び予め収集された特徴判別情報間の類似度を計算すること、
　この類似度が予め設定された類似度閾値より大きいかどうかを判別すること、
　そうであれば、特徴情報、及び予め収集された特徴判別情報間のマッチングが成功する
ことを判別すること、
　そうでなければ、特徴情報、及び予め収集された特徴判別情報間のマッチングが失敗す
ることを判別すること、
を備える。
【００１３】
　好ましくは、特徴情報は、形状特徴情報、及び色特徴情報のうちの少なくとも１つを含
み、
　特徴判別情報は、形状特徴判別情報、及び色特徴判別情報のうちの少なくとも１つを含
み、
　特徴情報、及び予め収集された特徴判別情報間の類似度を計算するステップは、
　形状特徴情報、及び色特徴情報のうちの少なくとも１つ、ならびに対応する形状特徴判
別情報、及び色特徴判別情報のうちの少なくとも１つ間の類似度を計算すること、
を備える。
【００１４】
　好ましくは、この方法は、
　マッチングが失敗するときにクライアント端末のために新規のアイデンティティ情報を
設定すること、
　特徴情報、及び新規のアイデンティティ情報間の関連付けを確立すること、
をさらに備える。
【００１５】
　本出願の実施形態は、
　クライアント端末により送信され、クライアント端末によりレンダリングされた画像情
報を受信するように設定された画像情報受信モジュールと、
　画像情報から特徴情報を抽出するように設定された特徴情報抽出モジュールと、
　特徴情報を予め収集された特徴判別情報とマッチングし、特徴判別情報が関連するアイ
デンティティ情報を含むように設定された特徴情報判別モジュールと、
　マッチングが成功するときに、クライアント端末がアイデンティティ情報に適合するこ
とを判別するように設定されたアイデンティティ情報判別モジュールと、
を含む、アイデンティティ情報検証装置をさらに開示する。
【００１６】
　好ましくは、画像情報は、ベクターグラフである。
【００１７】
　好ましくは、画像情報は、スケーラブルベクターグラフィックスによるレンダリングを
介してクライアント端末により取得される。
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【００１８】
　好ましくは、特徴情報判別モジュールは、
　特徴情報、及び予め収集された特徴判別情報間の類似度を計算するように設定された類
似度計算サブモジュールと、
　類似度が予め設定された類似度閾値より大きいかどうかを判別し、そうであれば、第一
判別サブモジュールを呼び出し、そうでなければ、第二判別サブモジュールを呼び出すよ
うに設定された、予め設定された判別サブモジュールと、
　特徴情報、及び予め収集された特徴判別情報間のマッチングが成功することを判別する
ように設定された第一判別サブモジュールと、
　特徴情報、及び予め収集された特徴判別情報間のマッチングが失敗することを判別する
ように設定された第二判別サブモジュールと、
を含む。
【００１９】
　好ましくは、特徴情報は、形状特徴情報、及び色特徴情報のうちの少なくとも１つを含
み、
　特徴判別情報は、形状特徴判別情報、及び色特徴判別情報のうちの少なくとも１つを含
み、
　類似度計算サブモジュールは、
　形状特徴情報、及び色特徴情報のうちの少なくとも１つ、ならびに対応する形状特徴判
別情報、及び色特徴判別情報のうちの少なくとも１つ間の類似度を計算するように設定さ
れた特徴類似度計算サブモジュール、
を含む。
【００２０】
　好ましくは、装置は、
　マッチングが失敗するときにクライアント端末のために新規のアイデンティティ情報を
設定するように構成されたアイデンティティ情報設定モジュールと、
　特徴情報、及び新規のアイデンティティ情報間の関連付けを確立するように設定された
関連付け確立モジュールと、
をさらに含む。
【００２１】
　背景技術と比較して、本出願の実施形態は、以下の利点がある。
【００２２】
　本出願の実施形態は、クライアント端末によりレンダリングされた画像情報から特徴情
報を抽出し、この特徴情報を予め収集された特徴判別情報とマッチングし、マッチングが
成功するときに、クライアント端末が特徴判別情報と関連するアイデンティティ情報に適
合すると判別し、ユーザが異なるクライアント端末環境、及びクライアント端末によりレ
ンダリングされた画像情報の一意性に基づき識別される。したがって、ユーザアイデンテ
ィティ情報を識別する正確さを保証する一方、クライアント端末がクッキーを無効にする
ため、ユーザアイデンティティ情報を識別することが不可能となる問題を回避することに
より、アイデンティティ情報の識別の成功率を向上させる。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】本出願によるアイデンティティ情報検証方法の実施形態のステップフローチャー
トである。
【図２】本出願によるスケーラブルベクターグラフィックス（ＳＶＧ）によりレンダリン
グを介して取得された画像情報の実施例の図解である。
【図３】本出願によるアイデンティティ情報検証装置の実施形態の構造ブロック図である
。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
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　本出願の前述の目的、特徴、及び利点をより明確に理解しやすくするために、本出願は
、添付の図面、及び特定の実施形態を参照してさらに詳細に以下で記述される。
【００２５】
　図１を参照する。図１は、本出願によるアイデンティティ情報検証方法の実施形態のス
テップフローチャートである。この方法は、以下のステップ、
　ステップ１０１：クライアント端末により送信され、クライアント端末によりレンダリ
ングされた画像情報を受信すること、
を備える。
【００２６】
　特定の実装において、ユーザは、ブラウザ、またはビルトインブラウザコンポーネント
を含むアプリケーションのようなクライアント端末を用いてウェブページサーバへウェブ
ページ読み込み要求を送信し得る。
【００２７】
　たとえば、ユーザは、リンクをクリックすること、またはアドレスバーにＵＲＬを入力
することなどにより、ウェブページの読み込みを要求し得る。ユーザがリンクをクリック
するときに、それは、ウェブページ読み込み要求の受信と同等であり、同様に、ユーザが
アドレスバーにＵＲＬを入力しＯＫボタンをクリックする、またはエンターキーを押すと
きに、それも、ウェブページ読み込み要求の受信と同等である。
【００２８】
　ウェブページサーバは、ウェブページ読み込み要求を受信した後に処理を実行し、最終
的にクライアント端末に応答を返す。クライアント端末は、ウェブページサーバからウェ
ブページドキュメントを受信してよく、クライアント端末は、ウェブページドキュメント
を構文解析し、表示してよい。ここで、ウェブページドキュメントは、テキスト情報、及
び画像情報のようなウェブページリソースを含み得る。
【００２９】
　特定の実装において、画像情報は、ベクターグラフであってよい。
【００３０】
　ベクターグラフは、幾何学的形状特徴により描写されたグラフィックであり、ベクター
は、１つの点、または１本の線であってよく、ベクターグラフは、アプリケーション（ブ
ラウザのようなクライアント端末）にのみ依存して生成されることが可能である。ファイ
ルは、このタイプの画像ファイルがいかなる限定もなく自由に再結合されることが可能で
ある独立した別個の画像を含むため、相対的に小さい内部空間を占有する。これらの特徴
は、解像度とは関係なく、画像を拡大後に歪ませないことである。
【００３１】
　本出願のこの実施形態の好ましい実施例において、画像情報は、スケーラブルベクター
グラフィックス（ＳＶＧ）によるレンダリングを介してクライアント端末により取得され
ることができる。
【００３２】
　ＳＶＧは、ＨＴＭＬ５（ハイパーテキストマークアップ言語の５番目の重要な変更）の
ラベルであり、具体的に、拡張可能なマークアップ言語（ＸＭＬ）を使用することで定義
された言語を指すことができ、２次元ベクター、及びベクター／グリッドグラフィックス
を記述するために使用される。
【００３３】
　ＳＶＧは、ベクターグラフィック形状（直線及び曲線により形成されたパスのような）
、画像、及びテキストの３タイプのグラフィック・オブジェクトを提供する。
【００３４】
　ＳＶＧの実施例は、以下のように示されることができる。
【００３５】
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【００３６】
　ＳＶＧの上記の実施例によりクライアント端末でレンダリングされた画像情報は、図２
で示されるようになる。
【００３７】
　巨視的な視点から、異なるクライアント端末は、異なるレンダリングエンジン（たとえ
ば、トライデントカーネル、Ｇｅｃｋｏカーネル、Ｗｅｂｋｉｔカーネル、及びプレスト
カーネルを含むレンダリングエンジンが異なる）を使用し、レンダリングエンジン内のレ
ンダリングオプションセットも異なってよい。レンダリングのために要求されたグラフィ
ックハードウェア（たとえば、中央処理装置（ＣＰＵ）、グラフィックプロセッシングユ
ニット（ＧＰＵ）、及び同様のもの）も、異なってよく、すべてのこれらの要素は、クラ
イアント端末によりレンダリングされた画像情報に影響を与える。
【００３８】
　ピクセルの視点から、クライアント端末が属するオペレーティングシステムは、異なる
セッティング（たとえば、これらのシステムにより使用されたハードウェア及びソフトウ
ェアセッティングをレンダリングする）、ならびにそれぞれアンチエイリアシング及びサ
ブピクセルレンダリング操作を実行するアルゴリズムを使用し、すべてのこれらの要素も
、クライアント端末によりレンダリングされた画像情報に影響を与える。
【００３９】
　一般に、異なるクライアント端末が属する端末デバイスが同一の設定を有し、画像情報
のレンダリングのために、オペレーティングシステム及びクライアント端末レベルでの処
理を伴うことは、ほとんど不可能である。このため、異なるクライアント端末は、異なる
画像情報をレンダリングしてよい。画像情報が小さな特徴変化を有する場合に、この変化
がいくつかのピクセル、または色での小さい変化である場合でも、なおそれは、識別され
ることが可能である。
【００４０】
　確かに、上記の判別画像情報は、実施例として単に使用され、本出願のこの実施形態の
実装中に、レンダリングされた画像情報の一意性を実現することが可能である限り、他の
画像情報は、実際の状況により設定され得る。このことは、本出願のこの実施形態に限定
されない。加えて、前述の画像情報とは別に、当業者は、実際の必要性により他の画像情
報を使用してもよく、このことも、本出願のこの実施形態に限定されない。
【００４１】
　実際の適用において、レンダリングによって画像情報を得るときに、クライアント端末
は、画像情報をウェブページサーバ、または別のサーバへ送信してよく、このことは、本
出願のこの実施形態に限定されない。
【００４２】
　ステップ１０２：画像情報から特徴情報を抽出する。
【００４３】
　特徴情報が画像特徴を表現する情報を指してよいことに留意するべきである。
【００４４】
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　本出願のこの実施形態の好ましい実施例において、特徴情報は、形状特徴情報、及び色
特徴情報のうちの少なくとも１つを含んでよく、
　形状特徴情報は、画像形状特徴を表現する情報を指してよく、色特徴情報は、画像色特
徴を表現する情報を指してよい。
【００４５】
　形状特徴情報を表現するために主に２つのタイプの方法があり、一方は、主に画像の全
体の形状領域に特有である、領域特徴であり、他方は、オブジェクトの外側境界に特有で
ある、輪郭線特徴である。
【００４６】
　形状特徴情報を抽出するための一般的な方法は、境界特性値方法（画像の外側境界）、
幾何学的形状パラメータ方法（画像の幾何学的形状パラメータ化処理）、形状モーメント
不変量方法（画像のを見出す）、フーリエ形状記述方法（フーリエ変換方法）、及び同様
の方法を有する。
【００４７】
　色特徴情報は、画像、または画像領域の色特徴を使用することで記述されてよく、それ
は、完全性を有する。
【００４８】
　色特徴情報を抽出するための一般的な方法は、カラーヒストグラム、カラーセット、カ
ラーモーメント、及び同様のものを含む。
【００４９】
　確かに、上記の判別特徴情報は、実施例としてのみに使用され、本出願のこの実施形態
の実装中に、他の特徴情報は、実際の状況により設定されてよく、本出願のこの実施形態
に限定されない。加えて、前述の特徴情報とは別に、当業者は、実際の必要性により他の
特徴情報を使用してもよく、このことも、本出願のこの実施形態に限定されない。
【００５０】
　ステップ１０３：特徴情報を予め収集された特徴判別情報とマッチングする。
【００５１】
　携帯電話及びパーソナルコンピュータのような端末デバイスは、一般に私物であり、そ
れらを所有するユーザにより使用され、それが属するクライアント端末、及び端末デバイ
スのほとんどの機能は、安定しており、クライアント端末は、一意性で画像情報をレンダ
リングすることが可能である。そのため、本出願のこの実施形態において、ユーザは、画
像情報を使用することで識別され得る。
【００５２】
　本出願のこの実施形態を適用するときに、画像情報の特徴情報は、予め収集されてよい
。ユーザ識別子は、クライアント端末のために設定され、特徴情報及びユーザ識別子間の
関連付けが確立され、データベース、たとえば、関係データベースＭｙＳＱＬ、または同
様のものの内に格納される。特徴情報は、特徴判別情報として設定されてよく、この事例
において、特徴判別情報は、その後のユーザ識別子クエリ及び識別での使用のために、関
連するアイデンティティ情報を含んでよく、必要であれば、クエリは、データベースによ
り提供されたクエリ・ステートメントにより実行され得る。
【００５３】
　ユーザ識別子は、ユーザの一意識別子、たとえば、ユーザアイデンティティ（ＩＤ）、
または同様のものを指すことができる。
【００５４】
　本出願のこの実施形態の好ましい実施例において、特徴判別情報は、形状特徴判別情報
、及び色特徴判別情報のうちの少なくとも１つを含んでよい。
【００５５】
　具体的には、予め収集された特徴情報が画像情報の形状特徴情報を含む場合に、ユーザ
識別子と関連した形状特徴情報は、形状判別特徴情報として設定されてよく、予め収集さ
れた特徴情報が画像情報の色特徴情報を含む場合に、ユーザ識別子と関連した形状特徴情
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報は、色判別特徴情報として設定されてよい。
【００５６】
　本出願の好ましい実施形態において、ステップ１０３は、以下のサブステップを含み得
る。
【００５７】
　サブステップＳ１１：特徴情報、及び予め収集された特徴判別情報間の類似度を計算す
る。
【００５８】
　特定の実装において、特徴情報、及び予め収集された特徴判別情報間の類似度は、本出
願のこの実施形態で限定されないが、バタチャリャ距離、カイ二乗距離、コサイン距離、
ユークリッド距離、ヒストグラム交差法、正規化ユークリッド距離、正規化ヒストグラム
交差法、及び同様のものを用いて計算され得る。
【００５９】
　本出願のこの実施形態の好ましい実施例において、サブステップＳ１１は、以下のサブ
ステップを含み得る。
【００６０】
　サブステップＳ１１１：形状特徴情報、及び色特徴情報のうちの少なくとも１つ、なら
びに対応する形状特徴判別情報、及び色特徴判別情報のうちの少なくとも１つ間の類似度
を計算する。
【００６１】
　この実施例において、抽出された特徴情報が形状特徴情報を含む場合に、形状特徴判別
情報間の類似度は、計算されてよく、抽出された特徴情報が色特徴情報を含む場合に、色
特徴判別情報間の類似度は、計算されてよい。
【００６２】
　サブステップＳ１２：類似度が予め設定された類似度閾値より大きいかどうかを判別し
、そうであれば、サブステップＳ１３を実行し、そうでなければ、サブステップＳ１４を
実行する。
【００６３】
　サブステップＳ１３：特徴情報、及び予め収集された特徴判別情報間のマッチングが成
功することを判別する。
【００６４】
　サブステップＳ１４：特徴情報、及び予め収集された特徴判別情報間のマッチングが失
敗することを判別する。
【００６５】
　本出願のこの実施形態において、特定のグレー値は、実際の必要性により許容され得る
、換言すれば、画像情報の特徴情報が特定の区間の確率を満たす場合に、エラーを許容し
得る。
【００６６】
　この事例において、それが属するクライアント端末及び端末デバイスのほとんどの特徴
が安定している場合に、ユーザセッティングによる単なるいくつかの違いがあり、同一の
ユーザ識別子への適合も、許容される。
【００６７】
　具体的に、類似度閾値（８０％のような）は、大量のデータのトレーニングに基づき予
め設定されてよく、特徴情報、及び特徴判別情報間の類似度が類似度閾値より大きい場合
に、それは、特徴情報が特徴判別情報にマッチングすることを示してよく、別途、それは
、特徴情報が特徴判別情報にマッチングしないことを示してよい。
【００６８】
　ステップ１０４：マッチングが成功するときに、クライアント端末は、アイデンティテ
ィ情報に適合することを判別する。
【００６９】
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　マッチングが成功するときに、特徴情報が属する画像情報をレンダリングするクライア
ント端末、及び特徴判別情報が属する画像情報をレンダリングするクライアント端末は、
同一のクライアント端末であり、アイデンティティ情報の検証は、パスされるとみなされ
てよく、現在のクライアント端末が予め設定されるアイデンティティ情報に適合するとみ
なされることが可能である。
【００７０】
　現在のクライアント端末に適合するアイデンティティ情報を識別した後に、対応するビ
ジネス処理を実行してよい。
【００７１】
　たとえば、ユーザのウェブページ閲覧、及びビデオ視聴のような行動情報は、記録され
、ユーザの行動特徴を分析してよい。
【００７２】
　別の実施例について、広告及びニュースのような、ユーザの行動特徴に合致する情報を
ユーザへプッシュしてよい。
【００７３】
　確かに、本出願のこの実施形態は、本出願のこの実施形態に限定されないが、他のビジ
ネス処理をさらに実行してよい。
【００７４】
　本出願のこの実施形態は、クライアント端末によりレンダリングされた画像情報から特
徴情報を抽出し、この特徴情報を予め収集された特徴判別情報とマッチングし、マッチン
グが成功するときに、クライアント端末が特徴判別情報と関連したアイデンティティ情報
に適合することを判別し、ユーザが異なるクライアント端末環境、及びクライアント端末
によりレンダリングされた画像情報の一意性に基づき識別される。したがって、ユーザア
イデンティティ情報を識別する正確さを保証する一方で、クライアント端末がクッキーを
無効にするためユーザアイデンティティ情報を識別不可能である問題を回避し、そのこと
により、アイデンティティ情報の識別の成功率を向上させる。
【００７５】
　本出願の好ましい実施形態において、以下のステップをさらに含み得る。
【００７６】
　ステップ１０５：マッチングが失敗するときにクライアント端末のために新規のアイデ
ンティティ情報を設定する。
【００７７】
　ステップ１０６：特徴情報、及び新規のアイデンティティ情報間の関連付けを確立する
。
【００７８】
　特徴情報、及び予め収集された特徴判別情報間のマッチングが失敗するときに、データ
ベースが現在のクライアント端末の情報を格納しないとみなすことが可能である。したが
って、ユーザ識別子は、クライアント端末のために設定され、特徴情報、及びユーザ識別
子間の関連付けは、確立され、データベース内に格納される。ここで、特徴情報は、その
後のユーザ識別子クエリ及び識別での使用のために、特徴判別情報として設定され得る。
【００７９】
　説明を簡単にするために、方法の実施形態を一連のアクションの組み合わせとして表現
することに留意するべきである。しかしながら、当業者は、本出願のこの実施形態により
、いくつかのステップが他の順序で、または同時に実行され得るため、本出願のこの実施
形態がアクションの記述された順序に限定されないことを理解するであろう。二次的に、
当業者は、本明細書で記述された実施形態がすべて好ましい実施形態であり、含まれるア
クションが本出願の実施形態に必須ではないことも理解するであろう。
【００８０】
　図３を参照する。この図は、本出願によるアイデンティティ情報検証装置の実施形態の
構造ブロック図であり、これらの装置は、具体的には以下のモジュール、



(11) JP 6626108 B2 2019.12.25

10

20

30

40

50

　クライアント端末により送信され、クライアント端末によりレンダリングされた画像情
報を受信するように設定された画像情報受信モジュール３０１と、
　画像情報から特徴情報を抽出するように設定された特徴情報抽出モジュール３０２と、
　特徴情報を予め収集された特徴判別情報とマッチングするように設定され、特徴判別情
報が関連するアイデンティティ情報を含む特徴情報判別モジュール３０３と、
　マッチングが成功するときに、クライアント端末がアイデンティティ情報に適合するこ
とを判別するように設定されたアイデンティティ情報判別モジュール３０４と、
を含み得る。
【００８１】
　特定の実装において、画像情報は、ベクターグラフであり得る。
【００８２】
　本出願のこの実施形態の好ましい実施例において、画像情報は、スケーラブルベクター
グラフィックスによるレンダリングを介してクライアント端末により取得され得る。
【００８３】
　本出願の好ましい実施形態において、特徴情報判別モジュール３０３は、以下のサブモ
ジュール、
　特徴情報、及び予め収集された特徴判別情報間の類似度を計算するように設定された類
似度計算サブモジュールと、
　類似度が予め設定された類似度閾値より大きいかどうかを判別し、そうであれば、第一
判別サブモジュールを呼び出し、そうでなければ、第二判別サブモジュールを呼び出すよ
うに構成された予め設定された判別サブモジュールと、
　特徴情報、及び予め収集された特徴判別情報間のマッチングが成功することを判別する
ように設定された第一判別サブモジュールと、
　特徴情報、及び予め収集された特徴判別情報間のマッチングが失敗することを判別する
ように設定された第二判別サブモジュールと、
を含み得る。
【００８４】
　本出願のこの実施形態の好ましい実施例において、特徴情報は、形状特徴情報、及び色
特徴情報のうちの少なくとも１つを含み、
　特徴判別情報は、形状特徴判別情報、及び色特徴判別情報のうちの少なくとも１つを含
み、
　類似度計算サブモジュールは、以下のサブモジュール、
　形状特徴情報、及び色特徴情報のうちの少なくとも１つ、ならびに対応する形状特徴判
別情報、及び色特徴判別情報のうちの少なくとも１つ間の類似度を計算するように設定さ
れた特徴類似度計算サブモジュール、
を含み得る。
【００８５】
　本出願の好ましい実施形態において、これらの装置は、以下のモジュール、
　マッチングが失敗するときにクライアント端末のために新規のアイデンティティ情報を
設定するように構成されたアイデンティティ情報設定モジュールと、
　特徴情報、及び新規のアイデンティティ情報間の関連付けを確立するように設定された
関連付け確立モジュールと、
をさらに含み得る。
【００８６】
　これらの装置の実施形態は、それが方法の実施形態に基本的に類似し、関連した部分に
ついて、方法の実施形態内で部分的な説明を参照するため、比較的に簡単な方式で記述さ
れる。
【００８７】
　本明細書のさまざまな実施形態は、進歩的な方式で記述される。各実施形態において、
他の実施形態と異なる部分に焦点をあてて説明する。実施形態間で同一の、または同様の
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部分を互いに参照してよい。
【００８８】
　当業者は、方法、装置、またはコンピュータプログラム製品として、本出願の実施形態
を提供してよいことを理解するであろう。したがって、本出願の実施形態は、完全なハー
ドウェアの実施形態、完全なソフトウェアの実施形態、またはソフトウェア及びハードウ
ェアを組み合わせる実施形態の形式で実現され得る。さらに、本出願の実施形態は、コン
ピュータ使用可能プログラムコードを含む、１つ以上のコンピュータ使用可能記憶媒体（
限定されないが、磁気ディスクメモリ、ＣＤ－ＲＯＭ、光メモリ、及び同様のものを含む
）に実装されたコンピュータプログラム製品の形式で用いてよい。
【００８９】
　一般的な構成において、コンピュータデバイスは、１つ以上の中央処理装置（ＣＰＵ）
、Ｉ／Ｏインタフェース、ネットワーク・インタフェース、及びメモリを含む。メモリは
、揮発性メモリ、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、及び／または不揮発性メモリ、た
とえば、読み出し専用メモリ（ＲＯＭ）またはフラッシュＲＡＭ、及びその他のもののよ
うなコンピュータ可読媒体を含み得る。メモリは、コンピュータ可読媒体の実施例である
。コンピュータ可読媒体は、任意の方法または技術を介して情報ストレージを実施するこ
とが可能である、永続的な、非永続的な、モバイル、及び非モバイルメディアを含む。情
報は、コンピュータ可読インストラクション、データ構造、プログラム・モジュール、ま
たは他のデータであることができる。コンピュータのストレージメディアの実施例は、限
定されないが、計算デバイスへアクセス可能な情報を格納するために使用されることが可
能である、相変化ＲＡＭ（ＰＲＡＭ）、スタティックＲＡＭ（ＳＲＡＭ）、ダイナミック
ＲＡＭ（ＤＲＡＭ）、他のタイプのランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、読み出し専用メ
モリ（ＲＯＭ）、電気的に消去可能で再書き込みが可能である読み出し専用メモリ（ＥＥ
ＰＲＯＭ）、フラッシュ・メモリ若しくは他のメモリ技術、コンパクト・ディスク読み出
し専用メモリ（ＣＤ－ＲＯＭ）、デジタルバーサタイルディスク（ＤＶＤ）若しくは他の
光メモリ、カセット、カセット及びディスクメモリ若しくは他の磁気メモリデバイス、ま
たは任意の他の非伝達媒体を含む。本明細書の定義によれば、コンピュータ可読媒体は、
変調データ信号及び搬送波のような、一時的なコンピュータ可読媒体（一時的な媒体）を
除外する。
【００９０】
　本出願の実施形態は、本出願の実施形態により、方法、端末デバイス（システム）、及
びコンピュータプログラム製品のフローチャート及び／またはブロック図を参照して記述
される。コンピュータ・プログラム・インストラクションを使用して、フローチャートな
らびに／またはブロック図の各プロセス及び／もしくはブロック、及びフローチャートな
らびに／またはブロック図のプロセス及び／もしくはブロックの組み合わせを実装してよ
いことを理解するであろう。これらのコンピュータプログラムインストラクションは、汎
用コンピュータ、専用コンピュータ、組み込みプロセッサ、または機械を生成するための
任意の他のデータプログラム可能な処理端末デバイスのプロセッサのために提供され得る
。よって、任意の他のプログラム可能なデータ処理端末デバイスのコンピュータまたはプ
ロセッサにより実行されるインストラクションは、フローチャート内の１つ以上のプロセ
スで、及び／またはブロック図内の１つ以上のブロックで、指定された機能を実現するた
めの装置を生成する。
【００９１】
　これらのコンピュータプログラムインストラクションは、特定の方式で動作するように
コンピュータ、または任意の他のプログラム可能なデータ処理端末デバイスに指令するこ
とが可能であるコンピュータ可読メモリ内に格納され得る。よって、コンピュータ可読メ
モリ内に格納されたインストラクションは、インストラクション装置を含む製造品を生成
する。このインストラクション装置は、フローチャート内の１つ以上のプロセスで、及び
／またはブロック図内の１つ以上のブロックで指定された機能を実現する。
【００９２】
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　これらのコンピュータ・プログラム・インストラクションは、また、一連の操作ステッ
プがコンピュータ、または別のプログラム可能な端末デバイス上で実行されることでコン
ピュータ実装処理を生じるように、コンピュータまたは別のプログラム可能なデータ処理
端末デバイス上に読み込まれ得る。したがって、コンピュータ、または別のプログラム可
能な端末デバイス上で実行されるインストラクションは、フローチャート内の１つ以上の
プロセスで、及び／またはブロック図内の１つ以上のブロックで指定された機能を実現す
るためのステップを提供する。
【００９３】
　本出願の実施形態の好ましい実施形態が上述されているが、基礎となる創造的な概念を
理解すると、当業者は、これらの実施形態へ他の代替物及び修正形態を作り得る。したが
って、添付の特許請求の範囲は、本出願の実施形態の範囲内に入る、好ましい実施形態、
ならびにすべての代替物及び修正形態を含むとして解釈されることを意図する。
【００９４】
　最後に、本明細書の「第一の」、及び「第二の」のような関係語が一方のエンティティ
または操作を他方のエンティティまたは操作から区別するために単に使用されるが、これ
らのエンティティまたは操作間の任意のこのような実際の関係または順序の存在を必ずし
も要求しない、または意味しないことにさらに留意するべきである。さらに、用語「ｉｎ
ｃｌｕｄｅ（を含む）」、「ｃｏｍｐｒｉｓｅ（を備える）」、もしくはそれらの任意の
他の変形形態は、非排他的な含有を網羅することを意図するため、一連の要素を含むプロ
セス、方法、物品、若しくは端末デバイスは、このような要素を含むだけでなく、明示的
に指定されない他の要素も含む、またはプロセス、方法、物品、もしくは端末デバイスの
固有の要素をさらに含む。より多くの制約がない場合、「ｉｎｃｌｕｄｅ　ａ／ａｎ．．
．（１つの．．．を含む）」により限定された要素は、この要素を含む、プロセス、方法
、物品、または端末デバイス内に存在する他の同一の要素を排除しない。
【００９５】
　本出願により提供されたアイデンティティ情報検証方法、及びアイデンティティ情報検
証装置は、上記で詳細に記述される。特定の実施例は、本出願の原理及び実装を例示する
ために本明細書で使用され、実施形態の上記の説明は、単に本出願の方法、及びその核と
なる概念の理解を促進するためのものである一方、当業者であれば、本出願の概念により
特定の実装及び適用範囲に変更を行い得る。結論として、本明細書の内容は、本出願に対
する限定として解釈されるべきではない。
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